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Question① 

コロナ禍で学⽣はどのような不安を抱いていた

か？⼤学はどのような対応をしたか？ 

 

家島 この話は 1 年⽣・2 年⽣・3 年⽣・4 年⽣で

分けて考えなければいけないと思います。1 年⽣に

関しては、友達ができない、⼤学に⼀度も登校でき

ないという不安が多かったように思います。2 年⽣

に関しては、オンライン授業化に伴う環境の変化

や、課題が多くなった状況に対する適応のところで

不安が多く、3 年⽣に関しては、就活の前段階とし

てのインターンシップがオンラインになったところ

に不安があったと思います。4 年⽣に関しては、就

職活動で内定が決まりましたが、本当にその内定先

で良いのか、という不安が相談室によくあるようで

す。 

それぞれに対して⼤学がどうしたかというところで

すが、⼤阪⼤学で⾔いましたら 1 年⽣向けに少しで

も⼤学になじんでもらうため「阪⼤ウェルカムチャ

ンネル」というものを YouTube で配信したり、歓

迎会ということで密を避けた形で⼩規模に分けて新

⼊⽣が集う会を設けたりしました。2 年⽣向けのオ

ンライン授業化への対応に関しては、情報環境の状

況調査をして、Wi-Fi が無い学⽣に対してはモバイ

ル Wi-Fi を貸し出すなど、経済的な⽀援、機器的な

⽀援を⾏いました。またインターンシップに⾏きた

い３年⽣、就職が決まっていない４年⽣には、昨年

度のセミナーやガイダンスの動画をオンライン視聴

できるようにしました。まだ内定が決まっていない

４年⽣に対しては、4 年⽣対象の説明会やイベント

を今後も企画しています。 

 

成瀬 ありがとうございます。1 年⽣向けの「ウェ

ルカムチャンネル」は具体的にどのようなコンテン

ツなのでしょうか？ 

 

家島 これは全学教育推進機構という私が兼任して

いる教養教育担当の部署が中⼼となって企画したの

ですが、例えば体育の先⽣が⾃宅でできる筋トレを

教える動画であったり、⼿洗いのやり⽅を⾯⽩く伝

える動画であったり、私がワニ博⼠という⼤阪⼤学
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ンターの説明をする動画、名物先⽣の模擬授業動

画、アカデミックライティングやアカデミックスキ

ルズのトレーニング動画など様々な動画を掲載して

います。 

 

 

Question② 

企業がインターンシップ開催の重⼼を、1day・

夏開催に置いている理由は何か？ 

 

村⼭ まず学⽣がインターンシップに参加し始める

きっかけは、就活の先⾏きを不安に思って参加し始

めるという動機が⼀番多いと思います。そういった

学⽣が多く押しかけてくるため、企業としても数を

こなす、⼈数を捌くことを考えるとどうしても 1day

の⽐率が⾼まります。学⽣からすると、複数⽇程⽤

意されている就業体験を好む傾向が強いので、そう

いったものは実施しつつ、1dayを交えて組み合わせ

でやっていく、ということが⼤事だと考えていま

す。それからインターンの重⼼が夏になるという点

についてですが、3 年⽣に⼊るとすぐに活動を始め

る学⽣が増えています。それに合わせて企業も夏に

重⼼を置かざるを得なくなったということだと思い

ます。ただ 22卒については⼤⼿企業を中⼼に秋以

降もコンスタントにインターンを⾏なっていくとい

う意向が強いように聞いています。私が⼤事だと思

っていることは、複数⽇程のインターンシップで

も、1dayでも、学⽣に対してできるだけ現場の⽅が

⽣の声を届けること、あるいは経営層が経営⽅針を

⾃分の⾔葉で伝えることが⼤事だと思います。例え

ばある上場企業で、社⻑が学⽣に対して、⾃らの⾔

葉で経営⽅針を語るようにしたそうです。その会社

ではその後のエントリー率が⾼まったというお話も

伺いました。 

 

成瀬 ありがとうございます。22卒の学⽣の中には

3 年⽣に⼊ったらすぐにインターンシップを始めた

い、なかには 3 年⽣より前にインターンシップに参

加されるような学⽣も少しずつ出始めていると思う

んですが、彼らはどのようにしてインターンシップ

を選んでいるのか、もしくはどういう動機で早くイ

ンターンシップに参加されたいと思っているんでし

ょうか。 

 

家島 ⾊んな学⽣がいて、不安からやっている学⽣

もいるし、⾃分から意欲的に臨んでいる学⽣もいま

す。学⽣が求める、評価するインターンシップは何

かというと「情報が得られる」「⼈脈が得られる」

「採⽤に繋がる」「スキルアップ・成⻑ができる」

の 4つだと思います。メリットがあるか、コストパ

フォーマンスが良いか、を学⽣はすごく気にしてい

るようです。⼀⽅で⼤学からすると、インターンシ

ップというのは教育として 5 ⽇間以上と⽂科省から

も⾔われていますので、しっかりと学⽣が成⻑す

る、スキルアップできる、そして説明会では得られ

ない情報が得られるインターンシップにして頂きた

いと思います。 

 

 

Question③ 

学⽣が求める・評価されるインターンシップと

は？⼤学から企業へ期待することは？ 

 

家島 先程申し上げた通り、学⽣が求めている、あ

るいは評価しているインターンシップというのはメ

リットがあるもの、コストパフォーマンスが良いも

のです。メリットにはいろいろなものがあると思い

ますが、例えばそこでしか得られない情報を得られ

21 採⽤総括〜22 採⽤戦線、何をすべきか 

02 

 

 

 

  



WORKS REVIEW

REPORT
る、次の選考に繋がる特権がもらえる、真のスキル

アップ・成⻑ができる、それから他⼤学の学⽣との

交流ができる、こういった⼈脈や経験というのは学

⽣にとって魅⼒的なようです。⼀部有償のものに関

しては⼩遣い稼ぎということで参加しているという

話も聞きますが、多くの場合はお⾦というより⼈

脈・経験、スキルアップ、何より選考に繋がるとい

うことを期待している学⽣が多いようです。 

 

成瀬 ありがとうございます。異⼤学交流というこ

とで、⾃分のキャンパスもしくはゼミに所属するだ

けでは得られない経験、出会いを期待しているとい

うお話でしたが、調査のところでは省かせて頂きま

したが、学⽣から指⽰されているインターンシップ

の形式の 1位はグループワークになっております。

その理由はそこかもしれません。 

 

 

ディスカッション① 

「オンライン選考」を実施するにあたり、学⽣の

不安/要望は何か？企業がすべきことは何か？ 

 

家島 学⽣側の「⾃分の⼒をちゃんと評価してもら

えないのではないか」という不安は多いと思いま

す。なので⼤学の⽅でも、カメラを⾒て話すとか、

光を前から当てて⾃分の顔が暗くならないようにす

るとか、教えたり⽀援したりしていますが、この努

⼒・⼯夫をしている⼦としていない⼦の差が激しい

です。そうすると、企業が何をすべきかに関わって

くるのですが、⾯接の際に「オンラインでは良いの

に対⾯では良くない」とか、その逆も含めてどうや

って⾒抜くかというところを、ノウハウの蓄積を重

ねて、確⽴をしていくことが求められると思いま

す。学⽣にとっても⾃⼰分析と⼀緒で、オンライン

で魅⼒が 5 割増しになるタイプなのか、半減してし

まうタイプなのかというのを理解することで、オン

ラインでは無く対⾯での⾯接を志望することや、対

⾯よりもオンラインの⽅が良く⾒えるのでオンライ

ンでアピールする、といった戦略も練ることができ

ると思うので、オンラインと対⾯の違いを分析的に

⾒ていくということが学⽣側にも企業側にも求めら

れるのではないかと思います。 

 

成瀬 ありがとうございます。今お話しございまし

たそういった点を踏まえまして、企業側がどのよう

に選考プロセスを引いていくべきか、どのようなケ

アが必要かという点を村⼭さん、お願い致します。 

 

村⼭ 学⽣の不安と企業側が持っている不安はある

意味共通しています。オンラインですと、学⽣から

⾒たら、企業の雰囲気がわかりにくい。逆に企業側

から⾒ても、その学⽣の志向性・⼈間性がよくわか

らない。これに尽きると思います。ただ結局お互い

にそこは慣れて、来年は習熟度が増すと思います。

それ以外に具体的にやるべきことは、企業側は学⽣

に対してオンラインを通じてでも良いのでできるだ

け現場を⾒せてあげることだと思います。既にやっ

ている会社はありますが、現場の⼈が現場で動きな

がらリアルタイムで動画で説明し、リアルタイムで

質問も受け付けるようなことです。あるいは、経営

層が⾃分の⼝で⾃分の考えを説明してあげる。さら

に状況が許せば、少⼈数でも良いので対⾯で学⽣に

会って⾔葉をかけていくことも⼤事だと思います。

ただ、働きやすい環境とか和やかな社内雰囲気とい

うものを全⾯に押し出していた会社もあると思いま

すが、これはオンラインだと伝えにくいと思いま

す。ですので企業の強み・特徴を今⼀度わかりやす

い⾔葉で打ち出す必要があると思います。例えば、

21 採⽤総括〜22 採⽤戦線、何をすべきか 

03 

 

 

 

  



WORKS REVIEW

REPORT
株式市場では現在コロナの影響で「ヘルスケア」

「在宅」「省⼒化」などに合致する銘柄が買われて

います。そしてそれに外れている銘柄は少し冴えな

い状況です。なですので⾃社の強みは何なのかとい

うのを今⼀度はっきりさせるために、例えば証券ア

ナリストや機関投資家が⾃社もしくは⾃社の業界に

対してどういうことを⾔ってるのか、というところ

に⽿を傾けてみることも⼤事だと思います。 

 

 

ディスカッション② 

「学⽣の企業選択基準」について、⼊社予定先を

決める理由で「⼀緒に働きたいと思う⼈がいる

か」を重視する背景は何か？企業がすべきこと

は何か？ 

 

家島 インターンシップは学⽣にとって、お試し・

記念などもあるという話なので、インターンシップ

を選ぶ時と⼊社予定先を決める時の理由が違うこと

は当然だと思います。僕は就活を恋愛に例えること

が多いのですが、付き合う時の基準と結婚する時の

基準が違うのと同じだと思います。⻑期的な関係を

視野に⼊れているかというのが、⼊社予定先を選ぶ

時には出てくるということです。最近転職すること

を念頭に置いた上で⼊社する学⽣が増えているとい

う話もありますが、ここに出てくる多くの学⽣は、

あまり転職は考えておらず、そこで働き続けること

を考えている学⽣が多いのかなと思いました。そし

て企業側がどうすべきかは、先程申し上げた通り、

そこで働き続けたいと思う学⽣もいれば、すぐに成

⻑して出ていきたいという学⽣もいると思うので、

新⼊社員を⼀律に考えないことが⼤事です。学習者

の適性に対して、与える環境・教材・研修などの組

み合わせがあって、万⼈受けするものありません。

A君にはビデオ教材が効くけれども、B君にはテキ

スト教材の⽅が効く、ということはあるので、複数

のキャリアパスを⽤意して多くの学⽣を拾えるよう

な準備をするとより多く採⽤・定着に繋がるのでは

ないかと思います。多種多様な先輩の事例を⽰し、

それをコース化していく、ということが⼤切だと思

います。 

 

成瀬 ありがとうございます。先輩を指し⽰すとい

うことと、⼀⼈⼀⼈に合わせたキャリアデザインを

⽰すというところがポイントだったかという⾵に思

いますが、企業はますます⾊々な⼯夫が求められる

と思います。村⼭さん、いかがでしょうか。 

 

村⼭ そうですね。理系の学⽣の場合は⾃分の専攻

で進路を選ぶ傾向が強いですが、⽂系の学⽣は⾃分

の専攻があまり進路と関係無いです。なので企業側

がどうやって上⼿くプレゼンするかというのが⼤き

く⼈気を左右します。企業側からしてもオンライン

で想いを伝えきることは難しいと思います。例えば

オンライン説明会やオンラインインターンシップを

まだ⾏なっていない会社に理由を聞くと、オンライ

ン専⽤のテキストやコンテンツが⼿元に無いからと

答える会社が案外います。それは今作って頂くしか

無いし、作れないのであれば⾊んな外部に協⼒を仰

いででも作る必要があると思います。また、業種で

いうと IT系の⼈気が⾼いというのは当然だと思って

います。DXや AIというキーワードが学⽣に好評で

す。そういった業種に合致していれば良いのです

が、それ以外の業種も DXや AIは無縁ではありませ

ん。いわば全ての業種に必要な技術ですので、こう

いったキーワードを⾃社の説明に織り込んでいく必

要性も感じています。 
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ディスカッション③ 

21 採⽤総括として、採⽤/就職活動、成功のポ

イントは何か？ 

 

家島 オンライン化に対応できた企業が成功したの

ではないかと思います。ただオンライン化に対応で

きたと⾔っても 2種類あると思っていて、それは、

ただ対⾯でやっていたものをオンライン化して乗り

切った企業と、オンラインならではのものとしてカ

スタマイズした企業です。そこまで考えて先⼿を打

てた企業は他と差があったと思います。勝ち組か負

け組かではなくて、なんとか間に合わせられた企

業、先⼿を打って勝てた企業、間に合わせられなか

った企業という 3つに分けられると思います。オン

ライン化した時に対⾯には無かったものは何なの

か、そしてそれをどうプラスに使いこなすことがで

きたか、そこがポイントだと思います。学⽣側にも

採⽤担当者側にも両⽅に⾔えることだと思います。 

 

成瀬 ありがとうございます。今のお話を受けまし

て村⼭さんいかがでしょう？ 

 

村⼭ 21採⽤を⾒ると早めに⼿を打っていた企業が

⽐較的順調に終わっているように伺っています。学

⽣側も今回のコロナの問題が深刻化する前に対⾯で

ある程度企業と接触を持てていた学⽣は⽐較的順調

に就活を終えたようです。また 21卒の特徴とし

て、複数の内定を抱えたまま判断を先送りにする学

⽣が増えたのではないかというお声を企業の⽅や⼤

学の先⽣からもお聞きします。親御さんが企業のコ

ロナの影響を⼼配し⼝出しをするということもある

と聞いていますので、企業としてはその不安を払し

ょくしてあげることが⼤事かと思います。また、経

営者がご⾃⾝の⾔葉を社内外に発信するということ

は⼤事だと思っていまして、ある⼤⼿メーカーの社

⻑の話ですが、その⽅は⾃分が社⻑になってみると

会社の社員があまり元気が無いと気付いたそうで

す。そして社員らを励ますつもりでメディアのイン

タビューにも割と時間を割いて受けたとのことで

す。結果その会社では経営⼿腕への評価・期待が⾼

まり、株式市場でも株価が上がって時価総額が増

し、さらに社員も⾃信を取り戻したそうです。就活

のマーケットでも評価が⾼まったと聞いていますの

で、採⽤戦略というのは⼤きな経営戦略の⼀部だと

いうことをもう⼀度問い直す必要があると感じてい

ます。 

 

 

Question④ 

22 卒学⽣の今の⼼境・活動状況は？ 

 

家島 やはり学⽣は世間や世界状況に対して不安が

⾼いです。それにより普段通りのパフォーマンスが

発揮できないところが⼀番困っており、不安に思っ

ていると良く聞きます。なので我々⼤⼈、⼤学や採

⽤担当者の⽅が余裕を⾒せて、彼らの普段通りのパ

フォーマンスを発揮できるようにメンタル⾯を導

く、それから環境・インフラ⾯も整えることが⼤事

だと思います。 

 

 

ディスカッション④ 

22 採⽤において、学⽣に求められる⼒はなに

か？企業が注⼒すべきこと、ポイントは何か？ 

 

家島 これはオンラインに限らず今までも学⽣に⾔

ってきたことですが、まず⾃分の頭で「考えて」決

21 採⽤総括〜22 採⽤戦線、何をすべきか 

05 

 

 

 

  



WORKS REVIEW

REPORT
断すること。それから独りよがりになるのではなく

しっかり情報を「調べる」ということ。そして最後

は⾃分の責任で「⾏動」すること、そして「くじけ

ない」こと。コロナが不安な状況においては、この

メンタルの強さが求められると思います。それを踏

まえて企業が注⼒すべきことは、学⽣の良さという

のはオンライン・対⾯でそれぞれ伝わりやすいもの

と伝わりにくいものがありますので、学⽣の何を⾒

たいのかという⽬的を考えた上でオンラインか対⾯

かを選択をしてほしいと思います。 

 

成瀬 ありがとうございます。今のお話を受けまし

て、村⼭さんいかがでしょうか？ 

 

村⼭ 21卒の学⽣の状況を聞いて、22卒の学⽣は

危機感を強めています。特に上位校の学⽣は、早速

就活始めてますという声が多いです。ですので企業

側もその動きには対応していかなくてはなりませ

ん。⾃社の強みは何なのか、⾃社が求める⼈材像が

何なのかをしっかり学⽣に伝えてあげることが必要

です。また今コロナを機に「ニューノーマル」とい

う⾔葉がよく使われるようになっています。ニュー

ノーマルの時代で世の中ルールが⼤きく変わり、進

化ではなくイノベーションといえるくらい世の中の

仕組みが変わる可能性があるわけです。例えばアメ

リカで「ビジネス・ラウンドテーブル」という団体

が株主第⼀主義からの脱却を宣⾔しました。またフ

ランスで、「使命を果たす会社」という法制度がで

きて、⾷品のダノンがいち早く対応しています。こ

のように世界の企業の動きというのはものすごく早

いです。ですので、⾃社もその流れの中でどういう

ポジショニングにあるのかというのをしっかり説明

して頂く必要があると思いますし、そうすることで

グローバル企業に伍して採⽤活動をやっていけるの

ではないかと思います。少し⼤きなテーマになりま

したが、最近特に強く思っていることですので、最

後に付け加えたいと思います。 

 

家島 もう⼀点、先程の話にもありましたが、⼤学

キャリアセンター関係者も今⽇ 100名視聴し、500

名ほど採⽤担当者も視聴しているということなの

で、やはりそこのコラボレーション・話し合いが絶

対必要だと思っています。⽇本にはありませんがア

メリカには NACE（National Association of 

Colleges and Employers）というのがありますし、

INEUCS（International Network of Employers and 

University Careers Services）という世界レベルの

ネットワークも⽴ち上がりました。そういったもの

の⽇本版がそろそろできても良いかなと思います

し、それは⾦儲けのためではなく、本当に学⽣のた

めにというところで、学⽣を産学共創で共に育てる

というところで、コラボレーションができたら良い

と思っています。 
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